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傾斜した林地を切り開いて作ったために周囲が林木でかこまれている代表的苗畑についての苗畑気象の

調査結果は，前報4)で概際的に報告した。本調資は広大な平坦地で，しかもこの地方の代表伯作りの防風

垣で周囲をかこった在îrfllの気象特性を究明して，健全な優良苗を養成するための苗知l管理上の資料とし，

あわせて常時観測露場でおこなわれている苗畑気象観測値との関係を明らかにするのが目的である。すな

わち，百高の気温の最高・最低，蒸発量が水平的にどの程度異なるか，これに関連してもっとくわしく苗畑

と苗畑内の裸地，ならびに苗畑と気象観測露場との気象差異がとの程度あるかc またとくに防風垣あるい

は他の地物が苗畑気象にどの範囲にどの程度の影響を与えているかごまずこれらの点?を明らかにするため

に，昭和 29 年 10 月 12~16 日に梼木県大田原営材署字国川苗畑で観測調査をおこなった(

一般に防風垣の目[内は，冬季季節風による飛土防止が主であって，他に苗木カかミらの蒸散およひ

らの蒸発の過大防J止kあるいは地温の上昇安拶効jカj果にも役だつているといわれている 2)5) 0 古畑では士猿.施肥・

病虫害・濯水および除草その他の管理がよくおこなわれるので首木は潔境的には非常に恵まれている。苗

木は苗畑内の微気候に敏感であるので，防風垣が有害な強風を防ぐという反面に苗木の健全さを害うよう

な環境をも作っていはしないかという心配もある もちろん，その地方に適した防風垣造成のための資糾

をうるには将米とも本米の利害一ーたとえば飛士防止の利，苗木の生育におよぼす気象の影響の I ，!，j面につ

いてよく調査しなければならないご今回はその意味の試みとしてもこの種防風垣でかこった平坦地苗畑を

とりあげたのである y

本認査に種々使YI:をいただいた滝沢大

田原営林署長，萩R;l事務宮ならびに宇田

川古畑事務所大野技官に深く謝意を表す

る一

1 苗畑の状況および観測方法

本商畑の防風垣にはヒノキが紅1殺さ

れ，その高さは約 3m. 幅は 1 m. 間際

ヰーは約 10% でよく手入れがなされてお

り，古川!の全耕地面積は約 8.7 ha であ

る σ 土壌は黒色火山灰土で平坦な苗畑で
C a ) 使用した苗r/ll B区の西側

(1) (3) (4) 防災都防災第一科気象研究室員 (2) 気象研究室長 (5) 元気象研究家員
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Fig. 1 皆川の状況と測点の位置
Environmental condition and observation 

points in the nursery 

1. 30 cm 気温

ある。当1I寺スギ・ヒノキ・クヌギのまき

付床， スギ・ヒ f キ・クヌギの I 回床

替，スギ・ヒノキの 2 回床替，スギ床替

試験および緑肥栽培など ιこわかれていた

が，今回の観測調査をおーなった場所は

スギの 1 ・ 2 回床替の畑で， 苗高は 30

~40cm であっナニ 苗木の植栽方法は条

植えで 15 c削 間隔二倍すえた 2 つの平畦

が 37 c問おきに作られて南北に走って

いるの観測点は二の条問に設け，その位

置を Fig. 1 :こ示した風速は 5 点自主

装置に接続した小型ロピンゾン風速計，蒸発量

は平田式紙面蒸発計，気温は日射覆をしたルサ

フォード横倒式最高・最低温度計を用い，いず

れも苗高〔地上 30 cm) に設置し， 10 c問地温

は曲管地温計を用いて観測した z 観測は最高・

最低を除いた温度関係，および風速は毎時に，

蒸発量は毎日 9 時に観測し，その値を前日のも

のとした3

111 気温・蒸発量の水平分布

この広大な回.債をもっ字国川苗畑全地域につ

いて 30 cm 気温・蒸発量の水平分布を求めるこ

とは，限られた添材，期間ではとうていできな

いので，苗木の成長がだいたい等しくまた同じ

ような防風垣でH.J簡をかこったA区に 2 箇所，

B区に 13 箇所および観測露場 1 箇所に測点を

設けて観測をおこなった。なおここでは概略的

にふれるだけで，地物などの影響をうけた個々

の場合については V 以下でくわしく述べる J

A区と B区との最高の差は約 1 0 C で小さい。 B区だけについて見ると，晴天で北風が日中非常に弱L 、

ときは Fig. 2 , 5, 6 に示すごとく防風垣の南側が中央付近よりわずかに最高気温が高い。 しかし， 風

速が 2 m/s くらいになると Fig. 3, 4 に示すごとく明確に防風窓近くに最高が現われ中央付近との差i土

40 C にもおよんだ。露場 30 c制高さと地物の影響の少ない苗焔A'B区の中央付近との差は小さいが，

防風垣の近くおよび裸地との間にはかなりの差が認められた。最低気温は最高気温に比べて地域・場所的

な差が非常に小さし、。しかし，晴れた静夜には Fig. 2, 5, 6 に示すように1:1日の中央付近がやや低温にな
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Fig. 2 気温の最高・最低の水平分布 CI

10月 12 日

Horizonta1 distribution of Max. Min. 
temperature ~ -C I at 30 cm height 

Oct. 12 

""" f 目

Fig. 3 気温の最高・最低の水平分布十 C)

10月 13 日

Horizonta1 distribution of M旦x. Min. 
temperature ぐ C) at 30 cm height 

Oct. 13 

"'" 固

Fig. 4 気温の最高・最低の水平分布 CC" Fig.5 気温の最高・最低の水平分布 CC)

10月 14 日 10 月 15 日

Horizonta1 distribution of Max. Min. 
temperature CC) at 30 c刑 height

Oct. 14 

Horizonta1 distribution of Max. Min. 
temperature CC) at 30 c刑 height

Oct. 15 
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Fig. 6 気温の最高・最低の水平分布 (U C) 
10 月 16 日

Horizontal distribution of Max. Min. 
temperature ('C) at 30 cm height 

Oct. 16 

Fig. 8 蒸発量の水平分布 (g)
10 月 13 日

Horizontal distribution of evaporation 
(g) at 30c削 height

Oct. 13 

Fig. 7 蒸発量の水平分布 (g)
10 月 12 日

Horizontal distribution of evaporation 
(g) at 30cm height 

Oct. 12 
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Fig. 9 蒸発量の水平分布 (g)
10 月 14 日

Horizontal distribution of evaporation 
(g) at 30 cm height 

Oct. 14 
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開
閥
的
・

Fig. 10 蒸発量の水平分布 (g)

10 月 15 日

Horizontal distribution of evapora tion (g) a t 

30 c例 height Oct. 15 

る傾向は認められた。

2. 蒸発量

Fig. 7~10 に示すように，概してA区の糾地がも

っとも大きく，ついで観測露場 .B 区・ A区のJI阪で蒸

発量が小さくなっているが，そのうちA区が B区より

も IJ、さいのはA区の北側にある阪並木の影響ーとおもわ

れる

lV 風蓮の垂直分布と粗度係数

首畑の微気象の一部として，防風垣の影響をJ!正悦で

きると思われる B区苗畑のほぼ中央付近で，地上から

-153ー
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Fig. 11 風速の垂直分布と 20 粗皮係数
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Fig. 12 基準風速(J也上高 3m の風速)と

粗度係数との関係
Correlation of Standard wァind velocity u 

(300 cm) and roughness length 

60 c別(苗木の上端から 30 cm 上)， 1 m , 2 m , 3 m の高さにノj、型ロビンゾン風速計をおき，数回にわた

り風速の垂直分布を観測したコそして毎回の 5 分間平均風速を求めた

地表面近くの風速の垂直分布は一般に高さの対数に比例するといわれているので，縦軸に高度を対数日

降りでとり，横軸に風速をとって各高さの風速をプロットし，各観測ごとにこれを直線で結ぶと Fig.l1

のとおりとなる。

これによると， 3 削の高さの風速(これを一応基準風速とする)が大きくなると，風速が O になると考

えられる高さ (これを粗度係数といい， 20 で示す)が， ノj、さくなることがわかるつ そしてその関係は

Fig. 12 に示すとおりである。 したがって 3m 高の風速がわかると， Fig. 11 から 20 がわかり，
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Fig. 12 上で，今えた Z" と基準風速を示す点を求めてこれらを直線で結ぶと，それによって，その問の

任意の高さの風速が示されることがわ泊、ったこ

Y 苗畑と課地との差異

同一防風垣でかこったA区内で苗木の航えであるところと棟地とでどのくらいの気象差異があるかを明

らかにするため，地上 30 c間気温およびその最高・最低， 蒸発量ならびに 10 cm 地温を観測した。苗

畑，初:地はそれぞれ 40 制 X55 削の面積で測点は道路をさけておのおのの rl'l:央に設けた。

1. 30 cm 気温

観測は 12~16 白にわたっておこなわれたc "万天の日中は日射で暖められた枝葉内の空気の移動が少な

いため， Fig. 13 に示すように前畑の方が襟地より多いときは 4 ご C も高L、。しかし同図でもわかるよう

に，降雨時の夜間 (11 日夜~12 日朝)を除いた以外の 15 時ごろヵ、ら翌日の日出まで、は逆に苗畑の方が

低い ο これは 1)立山首木枝葉の幅射冷却や蒸散作用によって気化熱をとられることなどが主なる原因とおも

われる。
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Fig. 13 .~立畑と棟地との気温・地温の日変化 CC)
Curves of diurnal temperature at 30 cm height and temperature ぐ C) of 

10 c間 depth in the nursery and bare ground 
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Fig. 14 首畑と裸地との蒸発量 (g)
Comparison of evaporation (g) in the 

nursery and bare ground at 30 cm height 

2. 10 cm 地温

16 8 

市木による地面被覆のために笛畑の方が裸地より平

均 0.6' C 低カ‘った。なお Fig.13 に示すように 13 時

前後に前畑の方がわずかに高温となるのは太陽が昇る

につれて日射の方向と苗木の列の方向とが一致し，直

射光線が地温計の挿入しである列問によく入射し地温

を上昇させたものと考えられる。

3. 蒸発量

苗畑と裸地の毎日の蒸発量を示したのが Fig. 14 

で，この期間の平均値をとると古畑の蒸発量は棟地の

約 40% であった。これ21 は苗木枝葉の摩擦抵抗によ
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る風速の減少と， 苗木からの蒸散による水蒸気圧の増加および飽差の減少によるものであろう τ13 日に

苗畑，向地とも;ふとくに多かったのは当日の風速が大きかったためであるつ

¥1 苗畑と気象観測露場との差異

毎日おこなわれている観測露場百葉箱内(地上高1. 3 削〉の気温観測僚が首畑(苗高 30cm) とどの

松度異なるかニまた{也;こ観測露場 30 c制高さと首畑のそれとの気温・蒸発量ならびに 10 cm 地温の差異

についても比較したニ当時露場v_生l工草丈がJ 5 c聞であった。また苗畑測点はA区内に設けた。

1. 30 cm 気温

前畑と百葉箱i勾の気温を比較すると Fig. 15 に示す 14 日のように晴天の日中は両者の差が大きく苗畑

の方が最大 6 C も高く，夜間は逆に平均1. 60 C 低かった。また観測露場(地上高 30 cm) と比較する

と苗畑の気温日変化は同図でわかるように観測露場よりわずかに大きいc すなわち，晴天の日中は苗畑の

最高がわずかiこ高く，夜間は逆に最低が低くその差の大きいものは1. 1 c C であった。以上苗畑と観inlj露

場(地上高 30 cm I および百葉箱内との気温差i工曇天よりも晴天，晴天でも風速の強いとき!士小さく，弱

いときほど大きい傾向が見られたc

r 首抗菌l

シ露瑚1 30crn

12 田 。 12 18 

10 Jj 12 日

Fig. 15 

13 日
12 時

14 日

首畑と観測露場における気温と地湿の日変化 (0 C) 

Curves air temperature at 30 c削 height and soil temperature CC) of 10 c削 depth

in the nursery and standing observation plot 

2. 10cm 地温 1j.n1 

古畑の 10 C I1l 地温;土 Fig. 15 に示すよう ~--=-Wi木に 40 

よる地表被覆のため二，いわゆる林内地温引に似て観
30 

測露場より低く，平均1.7' C の一定温度差で日変化

をしている亡しかし 13 時前後に，古畑の方がやや急

上昇してその差がわずかiこせばまっているのは， V.2 

で、述べたと同一な理由によるものと考えられる:

3. 家発量

Fig. 16 の蒸発量比絞でわかるように苗焔の蒸発量

が少なく， -!日間の平均値では観測露場の約 46% で

~O 

10 

。

13 14 15 16 B 

Fig. 16 苗畑主観測露場との蒸発量 (g)

Comparison of evaporation in the 

nursery and field of observation 

(g)at30c問 height
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あった。

vn 竹林が与える影響

B区の南側一部に平均高 12 m の密生した竹林がある この竹林がこの付近の苗畑気象におよぽす影

響を明らかにするため，林縁から竹林高の 0.5 ・ 1 ・1. 5 ・ 2 ・ 2.5 ・ 3 ・ 3.5 ・ 4 侍のところに Fig. 1 ìこ示

すように測点を設け，地上 30 c隅の気温・蒸発量および 10 c問地温を観測し，次の結果を得たコ

1. 30cm 気温

0.5 f苛ìJ1iJ点を除いた他の測点間の気温・地温日変化には差異が少な力、ったので， Fig. 17 にほ 0.5 ・

2 ・ 4 f汗の 3 測点のものを示した。区|で夜間より日中に 0.5 倍測点と他のìJlUl誌との気温差の大きいことがわ

かる 1 つぎに 14 日 9 時~15 日 10 時の各ìlllJ点の気温平均偵を求め， 0.5 {;"，'/JlU点値を基準にしてその差を

求めた。その結果は Fig. 18 に示すように他の狽U点は 0.5 倍測点より約 1 G C 高温であるが他測点問の

差は小さかった三また最高気温は同図で示すように雲量の多かった 15 F3には他の測点が約 1 ご C 高温で

あったが， 14 日は快晴のため差が約 4 0 C におよび， しかも林縁をはなれるにつれて気温が高くなって

いたっこのような地物による影響は最低気温にもいくぶんあらわれ，とくに rrJ'徳な晴夜には林内孔の気象

状態2)に似て逆に林縁をはなれた中央付近ほどわずかに低かったつなお以上Iこついては，竹林以外:二後で

述べる防風垣による影響ももちろん加わっていると考えられるコ
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Fig. 17 竹林近くの気温・地温の日変化
Curves of diurnal temperatures at 30 cm height and soi1 temperature ぐ C) of 

10 cm d巴pth near at the bamboo grove 
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2. lOcm 地温

Fig. 17 に示すように 0.5 倍測点は他に比べ

て日変化が小さしまた日中は 2 倍測点より最大

30 C も低かった。 これは竹林による日かげの影

響で， そのため夜間もいぜん低温をつづけてい

る。また 4 倍測点が 2 f1JilVJ点より日中・夜間とも

に低かったっこれは 4 f汗iJ11J.r!~C1J:竹林から大きくは

なれているため風速が大となり，また夜間の揺射

が大きいためと考えたい J なお 14 日 9 時~15 日

10 時の平均偵を 0.5 打刊[IJ，<;';î.を基準にして，その

差を求めると， Fig. 18 のように他の測点は 0.5

倍測点より約1. 5 じ C 高かった。

3. 蒸発量

0.5 倍測点の蒸発量を基準にして他測点との差

を示したのが Fig. 18 で， 両日とも他の測点は

0.5 倍測点より蒸発量が多したとえば 14 日は

2.4 倍測点が 0.5 f古iiJllJ点の約1.7 f音， 15 日は約

2 倍て、あったコなお 14 日の蒸発量が 15 日より

多いのは 14 日の雲量が少なかったためと考えら

れるご

vm 防風垣が与える影響
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Fig. 18 苗畑気象が竹林によってうける影響
Infiuence of the bamboo grove on the 

nursery climate 

Fig. 1 に示すようにB区の一部を使用し，風上では防風垣の 5 ffi ，風下では 2 ・ 4 ・ 8 ・ 16 倍に測点

を設け，防風垣がとくにその風下苗畑気象にどのくらい影響を与えているか，防風垣造成ならびに苗畑管

浬上の資料にするために平均首高 30 cm の風速・蒸発量・気温および 10 c問地温について観測したのな

お， 13 , 14 日は主風向の北風が防風垣に直角に吹いていたっ 風上 5 倍測点は苗畑の外で粧l生のちがった

アズキ畑に設けたので，以下風速・蒸発量の結果については首畑の中央に近い風下 16 倍測点の観測値を

基準にした。

1.風速

風速の強い 13 日 10 時~20 時の観測資料を

用いてその平均風速比率を求めると Table 1 

に示すとおりである。

すなわち， Table 1 ならびに Fig. 19 でも

わ方、るように風下 8 倍付近から 2 f討に向って風

速が急に減少し，したがって風下 7 ft-付近では

前畑中央に対しがJ 50% の減風効果が認められ

ることになるこなおこの間， i?~下 16 fff測点、の

Table 1. 平均風速比率 (%) 

Mean percents of the wind velocity (%) 

測点位置
Observation points 

平均風速比率
Percents of the wind 

velocity (%) 

風上 5 f11 
Windward 5 times 

116 

風下 2 倍
Leeward 2 times 

'� 

// 4 f1? 
// -1 ti rnes 

" 8 fì行
グ 8 times 

" 16 ff' 
// 16 tirnes 

29 

二ヨ

100 
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Fig. 19 防風垣前後における風速およひ、蒸発量の水平分布

Horizontal distribution of wind v巴locity and 

evaporation at 30 cm height in front and 

back of the Shelter-hedges 

ヲ6
2 

平均風速は約 1. 5m/sec であった、 ま

た田中，)などの研究による推定では，防

風垣間際率 0~20% では風下垣高 3~4

{ffの地上 20 cm 付近で反対風がもっと

も強まるとしているが，今回は間際率が

小さい割に風下の防風垣近くに起きる反

対風は観察されなかった。もっと風速が

強く風杯の位置が高いとあるいは反対風

が発生し，しかも観察できたと考えられ

る

m
 

o
m
3
 

2. 蒸発量

Table 2 は 13 日の茶:発量JVf~ であ

り， 観測値を g 蒸発量で示したのが

Fig. 19 である。 なお図の右mUIヨ椛は

問問蒸発量に換算した値である c 風下の

4 倍付近から防風垣に向つてはなはだし

く蒸発量が減少して L 、る状況はがし、して

向図の風速比率に似ている。

3. 30 cm 気温

日中，風速が強いと風下の防風垣に近

いところほと守熱の翠われかたヵ:少ないた

めに， Fig. 20 の 13 日 10 時~15 時

に示すような変化があったご Table 3 には 13 日の最高気温を示したが， 風下 2 倍測点では首畑中央付

近よりど C 以上高L 、 しかし日中，風速が弱L、と同表で示す 14 日のように風下 2 f音iJtiJ点ではもちろん

高いが風下各測点聞との差も小さくなる c

夜間，風速の有無により，竹林の場合に似て防風垣が最低気温に与えている影響として場所的には次の
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風上 5 倍
117 Windward 5 times 

風下 2 fff 
33 Leeward 2 times 

" 4 f音
79 ア 4 times 

タ' 8 f音
83 う〆 8 times 

" 16 倍 100 -, 16 times 

Table 3. 風下各IHlJ点の最高気温 eC) 
Max. temperature (OC) in the observation 

points at the leeward 

113 日の最高気混 I 14 日の最高気温
測点位置 IM~'~. -t句巴mp戸巴r悶;_[M~~~. -t~;;p'~;;-

Observation ture eC) at ture CC) at 
points 30 cm height 30 cm height 

I Oct. 13. 1954 Oct. 14. 1954 

風上 5 fi'f I 
Wincﾍ;a'rd' 5~times' 20.0 24.6 

風下 2 倍
Leeward 2 times 

グ 4 f音 1
/, 4 tim巴S
グ 8 f苦
グ 8 times 
グ 16 倍 l
グ 16 times : 

24.9 25.2 

22.9 24.6 

20.8 24.3 

20.3 24.4 
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2 つがあるようであるこすなわち，防風

垣近くの風速が弱められて，lITJi風に近いと

きは幅射による冷却が促進され，そのた 24 

め Fig.20 の 13 日 17 時~20 時に示 22 

すように防風垣近くの気温が降っている

のが認められた 以後，気温の降下につ

れて 13 日 22 時のように各測点は暫時

平衡状態に近づき，またー[1却下Jに 24 時

のように風下 8 倍j'ilIJ点が最低を示すよう

なことがあってもいぜんとして 14 日の

最低は. Fig. 20 および Tab!e 4 に示

すように風下 2 ・ 41剖lリ点にあらわれて

し、るのが，その 1 つである。また他の 1

つは 12 日夜から 13 日制lにかけて静隠
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に認められたことであるち

4. 10cm 地温

いま 13 日 10 時~14 日 9 時の Tab!e

5 の平均値についてみると，上主 30 cm 

気温に似て防風垣の近くでは地温は高く

苗畑中央付近ーとの差はがJ 2 二 C に達して

し、 Tこ O

また，日変化について見ると日中の地

温上手1度，夜間の下降度は防jlli\垣からの

距離による差異は少なく Fig. 20 で示
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Fig. 20 防風垣前後の気温・地温の水平分布 (0 C) 
10 月 13 日 10 時~14 日 10 時

Distribution of temperature at 30 cm height and 
soi1 temperature (GC) of 10 cm depth in front 

and back of the She!ter-hedges 
Oct. 13. 1O~14 10 h. 

すように一定変化にj互い型で終日上下しており，わずかな降雨があってもその変化に大きな影響を与えて

Tab!e 4. 風下各測点の最低気温 (0 C) Tab!e 5. 平均 10 cm 地温 CC)
Min. temperature (OC) in the observation 乱1ean soi! temperature ( C) of 

points at the !eeward 10 cm depth 

13 日の最低気温 14日の最低気温 平均 10 c刑地温

浪u点位置tio Min. tempera-Min. tempera- 測点位置 ( C) 
Observa tion ture (こ C) at :ture (CC) at Observation Mean soi! tem-

points 30 cm height! 30 c刑 height points perature ('C) of 
Oct. 13. 1954 Oct. 14. 1954 10 c加 depth

風上 5 倍
1.4 0.3 

風土 5 f音 12.4 Windward 5 times Windward 5 times 

風下2 倍ti 2.0 -0.2 風下 2f苦 14.4 Leeward 2 times Leeward 2 times 
// 4 f苦 グ 4 f音
名ョ， 4 times 2.1 0.2 

// 4 times 
13.3 

// 8 f音 1
1.8 

グ 8 f音
る' 8 times 0.0 

'/ 8 times 
13.1 

グ 16 f音 '/ 16 倍tim 
グ 16 times I 

1.7 0.1 
// 16 timeS 1 

12.8 



160 一 林業試験場研究報告第 105 ザ

L 、なかった。

区 調査結果の応用

以ヒ観測結果を通じて

1 )百畑と百葉箱内との気温差は雨天，曇天にはもちろん小さいが. 1I;'fJ(の日中の最高気温は 4~6'C

t日目が高く，日/[\前の最低気温は約 2 C C 低いこと。

2 )春秋，静阪で晴れた 16 時の百葉箱内気温が約 15' C で以後気自主の降下がはげしく 18 時に約 100 C 

を示すときは霜需の危険があるが，防風垣近くでも徒長のあらわれないところの被告はわずかに軽減され

うること

3) 苗tlJJの深さ 10 c仰の地温は観測iit*場より終日約 2 0 C 低く， またII;'!'天l侍の首畑蒸発量は観測露場

の約 50% であること

4 )防風料:でかこった山間古畑に比較し，防風垣はその風下気象に特異な水平分布を与え，たとえば晴

天で風のあるとき(地上高 1.5 m の風速が 4~6 m/s) は，防風垣風下の垣高 2 倍以、内のãî畑では無風に

近く，最高気温は百葉箱内より 8~100 C 高く. 10 cm 地温は外湿のためにかえって観測露場との差がな

くなり，また蒸発長は観ì!!IJ露場の約 20% であることからして高温多湿を招き環境的に苗木の徒長が心配

さ才l ること寸

5 )竹林など遮蔽物による日照不足もまた苗木の歌手i徒長を助長し，古木の耐惣性を弱め，病虫害を誘

発しやすいから水分管理ーならびに速拶1'1'1，窒素肥糾の施HIに注意する必要がある したがって，徒長現象が

はっきりすれば消石灰の施用. i民切あるいは MH の楽団散布をおこなって徒長を抑制すべきである、ま

たスギの赤桔病，ヒノキのペスタロチア菌にはボルドー液が地面までよくかかるように散布上とくに注意

すべきである3山!

6 )したがって飛土防止などの司[i(Jを十分果し，反国防!氏垣近くの徒長傾向を軽減し健首生産力を高め

るにはどのような構造の防風垣が，その地峡場所にもっとも適しているかは今後なお研究しなければなら

ないが，一応防風垣造成に関するー参考資料となるであろう 一方苗畑の南側にある竹林は疎開などによ

って障害除去につとめることが望ましいコ

X 摘要

昭和 29 年 10 月 12 日 ~16 日栃木県下字Fl:I川首tlIlで微気候調査を行った( 防風垣はこの地万では代

表的作りで，ヒノキが植栽され，その高さは約 3m. 幅は約 1m. 間際2容は約 10% であった。観測結果

は汐〈のようであるご

1. 水平分布観測

古畑気象、は防風垣の影響をうけ，とくに防風垣の近くでは Fig.19 ・ 20 に示したようにその影響Eが大き

かった「

2. 苗畑の風速垂直分布を観測し粗度係数を求めた~

3. 百畑と株地との差異

古畑の苗高(地上 30 c間)気温l土日中，下草地の同じ高さの気温より約ど C 高く，夜間は約 1 乙 C 低か

った。また苗畑の 10 cm 地温は棟地より 0.60 C 低く，百高蒸発量は抑増岡高の約 40% て、あったご



(太田・向上・本木・牧村・益田)(第 2 報〕百列1I気象の読売

古畑と観測露場との差異4. 
蒸発量比率

(%) 
風速比率

測点、位置 (%) 気温の日変化は観測露場の同高了五畑 30 cm 

よりわず力、に大きく，その最高気温は古畑がわ
117 
33 
79 
83 
100 

6
0
9
5
0
 

1
2
R
U
G
 

-

-

5 f1T 
2 fi7 
4 f苦
8 f奇
16 {古

上
下
ア
ア
ア

風
風また首ずかに高く，最低は約 l 乙 c 低かった

日中は畑と百葉箱内 (1. 3m) を比較すると，

首畑の方が約 6 C 高く，夜間はがJ 1.60 C 低

l 最高気温 i 最低気温
COC) COC) 

風力 2| 風力 o I 風力 2i 風力 0

かった。 10 cm 地温は在日前IJ露場よりがJ 1. 70 C 低

測点位置く，蒸発量は観測露場の約 46% であった

竹林が与える影響5. 
1.4 
2.0 
2.1 
1.8 
1.7 

0.3 
-0.2 
0.2 
0.0 
0.1 

24.6 
之5.2

24.6 
24.3 
24.4 

20.0 
24.9 
22.9 
20.8 
20.3 

5 倍
2 i;庁
4m 
8 f音
16 ii'i-

上
下
y
y

風
風

f

竹林高の 0.5 倍のところはとくに影響が大き

く ， tことえば 30 cm 気温の最高は他のところ

より約 1 � C ，多いときは 4' C 以上も低く，最

f底は逆にわずかに高泊、った〉また 10 cm 地温
IOcm 地温

(0 C) 位置点ifilJ 
は他より日中 2~3 二 C ，夜間は約 1 c C 低く，

12.4 
14.4 
13.3 
13.1 
12. 日

倍
倍
倍
倍
倍

5
2
4
8
6
 

ー

風上
風下

蒸発量は他の測点の約半分であったっ

防風垣が与える影響6. 

以下は北風ヵ:防風垣に 11立角に吹いていたとき

のものであり，また風速，蒸ヲを量の各比率、は風

下 16 f汗測点の観測値を基準にしたものである

以上のように防風垣風下垣高 2 倍以内では，これ以外のところより風速が非常に弱し、ために 30 cm気温，

10 c問地温がともに高く蒸発が少なく高温多湿をもたらしているごこのような環境は天候的に概して北風

の吹く春，秋iこ多くあらわれるべ
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Meteorological Investigation in the Nursery (No・ 2)
，、

Iwao OTA. Masao OKANOUE. Shigeru MOTOKI. Midori MAKIMURA and Fumiko MASUDA 

(R駸um�) 

We investigated the micro-climatical characteristics of the nursery enclosed by 
typical sheIter-hedges at Udagawa. Tochigi Prefecture in October 1954. 

The sheIter-hedges consisting of Hinoki were 3 m high with a width of 1 m. and void 
ratio of the hedges was about 109昔 The field measurements taken are as follows: 

1) Horizontal distribution of the meteorological elements. 
Climatical characteristics of the nursery were a百巴cted by the shelter-hedges. and its 

E妊ects increased markedly nearby the sheIter-hedges. The resuIts of them are shown 
in Fig. 2~10. 

2) Profile of the wind velocity over the nursery (young tree was 30 cm high) could 
be written in the form 

ロー 1 1 Z f ....AA _ __ __ '7 __  ron _ ___ '¥ 
=~ ln~ (300c削>Z>60 c削)u k -'. Zo ノ

where Zo=I 1. 5- 1. 75 ロ (300 cm) 百 (300 cm) 
百 (300 cm) is the mean wind velocity at 300 cm height above the ground. 

3) Di任erence between the nursery and the bare ground. 
Air temperature at 30 cm height in the nursery was higher by 4 ご C than that in the 

bare ground in the daytime and was 1 c C lower at night. The mean soil temperature 
at 10 cm depth was 0.60C lower and evaporation was about 40 % of that of the bare 
ground. 

4) Difference betw巴巴n th巴 nursery and the standing obs巴rvation point. 
Diurnal variation of the air temperature at 30 c隅 height in the nursery was slightly 

higher than the same height in th巴 standing observation point. and its maximum temｭ
perature was slightIy higher and the minimum lower by IOC in the nursery. 

In the daytime. air temperature at 30 c刑 height in the nursery was higher by 6'C 
than in the sheIter in the standing observation point. and was lower by 1. 6 ニ C in the 
night. 

The mean soiI temperature at 10 cm depth in the nursery was 1.7'C lower than 
that in the standing observation plot. and evaporation was about 46%. 

5) In旺uence of the Bamboo grove on the nursery climate. 
The effect at a point 0.5 times the height of the hedge to the leeward was more 

affected by the Bamboo grove than th巴 other observation points; that maximum temｭ
perature at 30 c問 h巴 ight was about IOC (maximum 4CC) lower and minimum temperatur巴
was slightly higher than the others. 

The mean soil temperatur巴 at 10 cm depth in the daytime was 2~3cC lower. and 
was 1 c C lower than the oth巴r observation points in the night. Evaporation was about 
haIf that of the other observation points. 

6) Infiu巴nce of the sheIter-hedges on the nursery climate. 
Results were obtained when a northerly wind blew. and percentages of the wind 

velocity and evaporation were based upon the values at 16 times the height of the 
hedge to the leeward. 
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 Consequently. on the lee side of the shelter the wind velocity is considerably 
minimized within the distance 2 times as much as the shelter height. Accordingly. in 
the leeward. air temperature at height of 30 cm above the ground and soil temperature 
at 10 cm depth were higher than those at the area without the shelter. and evaporation 
was lower in the same way. 

In general. such conditions were observed in spring and fall when the northerly 
wind was dominative. 


